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Abstract

The It wasTOHOKU linac has been operated about 3, 0 00 hours a year, 

shown by the experien.ces of the operation and maintenance that the air- 

cool i ng of the electric components, the klystron power supply for 

instance, was important to improve their life time.
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ク は、 こ れ ま で 年 間 約 3 9 0 0 0 時 間 運 転 を 行 って いる о 実 験 シ フ卜
2 5 0 シ フ Ь実 施 (表 1 参 照 ） し て い る о れ は実 験 が マ シ ン ト ラブ
た のは 含 ま れ て い な い 。 1 シ フ ьは 約 1 2 時 間 であ る о 実 験 を し ない
日 祭日 定 期 点 検 日 、 2 力 月毎 の 工 事 、 夏 期 停 止 で 相 当 数 の 日 数 が必

N 第 二 実 験 室 の 実 験 は ヽ 実 験 種 類 によっ て 装 置 を組 替え る С と が多く
О その た め 4 次 の 実 験 準 備 の た め の 時 間 を 要 す る о この X 0 な わ けで
に 行う た め に は故 障 を少 な < す る こ と で あ る о

類 は、 真 空 У一 ク 、 ノヽ e ル サ 一 系 N 冷 却 水 系 、 加 速 管 列 系 の ビ 一 ム 制 御
な どが あ るО の ラ ち 真 空 リ — ク を 除 い た 系 の 不 安 定 は ビ 一 ム 維 持の
が り、 最 悪 の 場 合 には N 真 空 リ一 ク の 原 因 に な る о 真 空 リ — ク の 修 理
— クの 箇 所 を 修 理 し て N 直 о た と 結 果 が 出 る ま で 、 さら に ビ — ム を出
時 間 か か りヽ 多 < の 時 間 を 消 費 す る。 夹 験 シ フ 卜数 を確 保 す る た めに
ク を最 小 に 抑 え な け れば な り な い о し れ は 、 放 射 線 被 爆 の 減 少 の 点か
な こと で あ る о

ク の 他 の 原 因 は 4 ビ 一 ム 調 整 の 長 時 間 化 と 調 整 不 良 が あ る о 調 整 不良
リ ーク は ビ 一 ム 維 持 の 時 に 発 生 す ること があ る о

の 対 策 の た め に 4 ビ 一 ム ラ ィ ン の 各 種 電 源 や 4 Е СS . 分 析 電 磁 石電
ー 内電 源 を 更 新あ る は 改 修 を行 つ てき た О ま た 、 更 新 に 際 し て は 、
夕 制御 を 考 慮 し て 容 易 に 接 続 可 能 な 機 種 を 選 定 しすこо さ ら に N 調 整 時
り 除く ため に 4 ビ 一 ム ロ ス モ ニ 夕 一 、 ビ 一 ム ス クリ 一ン モ ニ 夕 一 、 ビ
Ѣ 運 転 方 式 な どを 整 備 し て Ѣ た о

調 整 時 間 の 短 縮 を 目 標 に し て メ ル コ ム 7 0 ミニ 
で デ 一 夕  一 口 ギ ン グ や S S T R の 各 種 制 御 を 行  
し 処 理 能 力 で の 限 界 や 老 朽 化 か ら 、 各 種 機 器  
で 、 /г V А X Пを 新 た に 導 入 し た 。 こ れ に よ っ 

す る た め に 、 前 と 同 じ 実 験 で 同 エ ネ ル ギ 一 の 場 
源 の 設 定 値 を 再 現 す る こ と が 一 部 可 能 に な っ た 。 現 在 は ソ フ ト の 整 備 が 遅 れ て い  
て 、 制 御 不 能 の 状 態 に 陥 る 場 合 が あ る 。 こ の た め 、 目 標 と し た ラ イ ナ ッ ク の 調 整

最 初 、 ラ イ ナ ッ ク の 
夕 （ラ イ ナ ッ ク 制 御 系  
の 利 用 を 考 え た 。 しか 
は 無 理 が あ っ た 。 そこ 
ネ ル ギ 一 の 調 整 を 支 援

コ ン ピ ュ ー  
っ て き た 。 ） 
の 再 設 定 に  
て 、 実 験 ェ  
合 は 各 種 電
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年 度 実 施 シ フ 返 上 シ フ ト

時 間 の 短 縮 に 充 分 な 効 果 は 現 れ て い な  
い 。 こ れ ら の 不 具 合 点 を 解 決 し 、 残り 
の 機 器 の 更 新 す れ ば 、 ビ ー ム の 立 上 時  
の 問 題 は 解 消 さ れ る 見 込 み で あ る 。
ラ イ ナ ッ ク の 安 定 運 転 に つ い て

真 空 リ ー ク を 避 け 、 故 障 を 少 な ぐ す  
る こ と は 、 ラ イ ナ ツ ク で は ビ 一 ム を 安  
定 に 供 給 す る こ と に も つ な が る 。 たと 
え 、 故 障 が お き て も 速 や か に 回 復 で き  
る 環 境 に 整 備 す る 。 直 流 電 源 の 小 さ な  
も の は 、 標 準 品 で い つ で も 手 に 入 り や  
す い も の を 選 定 し 、 複 数 個 は 同 規 格 を  
使 用 し 、 間 違 っ て も 特 注 品 を 注 文 し な  
い よ う に 仕 様 の 見 直 し を す る 。 特 注 品  
を 頼 み た く な っ た ら 、 そ の 製 品 の 専 門  
製 作 会 社 を 捜 し 、 そ の 製 品 中 か ら 選 ぶ  
特 注 品 を 作 る 場 合 で も 、 非 常 に 特 殊 な  
部 品 を 使 用 し な い で 、 糖 準 品 で 構 成 す る 。
ラ イ ナ ッ ク の 安 定 な 運 転 状 況 を 創 り だ す 環 境  

使 用 機 器 の 故 障 監 視 モ ニ タ 一 を 整 備 す る こ と  
ニ 夕 一 が あ る 。

表 実 験 実 施 状 況

例 と し て 、 冷 却 系 の 故 障 監 視 モ  
こ れ に よ り 冷 却 系 全 体 の 機 器 状 況 が 把 握 で き す ば や く 対 処 で き る ,

動 作 速 度 が 早 い も
これ {こ習 い 、 真 空 系 の モニタ _ を 考 慮 中で あ る。
ビ一 ム モ ニ 夕 一 を 充 実 させる と 、 調 整 者 が 自 由 に 操 作
のを 実 現 さ せ るо

パ ル サ 一 の 使 用 環 境 は 定 室 温 2 5 °С以 下 で 使 用 、 真 空
電 源 関 係 は 新 電 源 に 更 新 す る о 更 新 す る時 は 、 コ ン ピュ
るо ま た 、 真 空 系 は む や み に 1 気 圧 に しな い 、 たと え 1

真 空 ダ ウ ン を 避 け 、 不 安 定 な  
夕 制 御 を 考 え て 選 定 す  

た と え 1 気 圧 に し て も 短 い 峙 間 に
する

ライ ナ ッ ク 年 表 最 近 1 0 年 間 に оい て
年 度 主 な 故 障 、 更 新

* 7 9 年 施 設 経 費 増 の た め 約 3 0 % の 実 験 シ フ 卜数 増
，8 0 年 電 力 料 金 の 大 幅 な 値 上 げ の た め 実 験 シ フ ト 数 を 削 減

I 系 分 析 ス リ ，ソ 卜 ( S А — I ) 更 新
R F ド ラ イ バ — 後 段 更 新
I 系 R I チヤ ン ネ ル の ビ 一 ム 取 り 出 し窓 の 真 空 リ 一 ク

，8 1 年 S S Т R が 完 成 1 2 月 の 試 運 転 で は 3 m s е сの ビ 一
ЕСS 第 一 電 磁 石 用 ダ ク Ьに 水 漏 れ 発 生 N

約 1 ガ 月 П、 Ш系 の 実 験 停 止
，8 2 年 ЕСS 系 真 空 リ一 ク 多し

ЕсS 系 ダ ク 卜フ ラ ン ジ 改 修 ( 冷 却 構 造 を 考 慮 し た も
В1 加 速 間 の 更 新 ( 2 m 管 )
電 流 モ ニ タ 一 更 新 ( СM 6 > 7 )
ビ 一 ム ダ ク ト ス テ ア リ ン グ 電 源 更 新 ( ВD 9 , 1 0 )
ク ラ イ ス ト ロ ン保 護 回路 の 更 新

，8 3 年 ЕсS 系 真 空 リ ク 終 息 言
КР# 4 , 5 d еQ i n g 取 り 付 け

ム を 得 た ,
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加 速 部 の 4 極 電 磁 石 用 電 源 更 新  
電 子 銃 の ヱ ミ シ ョ ン 電 流 安 定 化  
A 部 の V S W  R 改 善
ク ラ イ ス ト ロ ン • ガ ン パ ル サ 一 d  e Q  i n  g 完 成
ビ ー ム ロ ス モ ニ タ ー 新 設

ビ ー ム 加 速 の 間 引 き
ビ _ ム ロ ス モ ニ タ 一 稼 動
冷 却 系 イ ン タ  一 口 ッ ク 故 障 表 7 K 器 稼 動
ビ 一 ム ス ク リ 一 ン モ ニ 夕 — ( I 系 ）
ビ 一 ム ス ク リ — ン モ ニ 夕 一 ( АС С、Ш

実 験 室 関 係 の 制 御 用 ル — プ の 敷 設
W  G 系 冷 却 系 温 度 記 録 調 節 計 更 新
I V R 駆 動 装 置 の 故 障 多 い

加 速 管 系 用 ス テ ア V ン グ а イ ル 電 源 更 新
П系 真 空 系 改 良 （差 動 排 気 ）
К P N о . 5 I V R 交 換
ビ ー ム ダ ク ト 系 ス テ ア リ ン グ コ イ ル 電 源 制 御 方 式 改 良  
D 系 真 空 ト ラ ブ ル
ガ ン パ ル サ ー チ ャ ー ジ ン グ . チ ョ ー ク を 正 規 の も の に 交 換  
E С S 電 源 更 新
ガ ン パ ル サ ー d  e Q  i n  g 復 活
К P # 4 I V R 駆 動 装 置 D Сサ ー ボ モ ー 夕 に 変 更  
加 速 管 冷 却 系 温 度 調 節 計 更 新  
М 6 分 析 用 ダ ク ト 交 換 （ア ル ミ 合 金 製 ）
ク ラ イ ス ト ロ ン パ ル サ 一 内 の 油 中 使 用 の 匡 体 の 強 制 空 冷  
(チャ-ІГン厂づャントГイオУ 、チ ン Г •チョ-ク）
К Р # 1 , 2 ， 5 I V R 駆 動 装 置 D Сサ ー ボ モ ー タ に 変 更
I V R 駆 動 装 置 の 故 障 （原 因 I V R 内 部 の リ ー ド 線 間 短 絡 ）
К Р全 数 О リ ン グ の 交 換 （原 因 О リ ン グ ）
ク ラ イ ス ト ロ ン の 交 換 （原 因 ア ノ ー ド 部 の 微 小 孔 に よ る 漏 水 ）
/г V А X IIを 導 入
冷 凍 機 故 障 （シ リ ン ダ 周 辺 破 損 ）
В部 R F 窓 交 換
サ イ ラ ト ロ ン F 1 7  5 に 変 更
К Р絶 縁 油 交 換 （2 0 年 ぶ り ）
I 系 3 方 向 分 岐 用 真 空 ダ グ ト 交 換 （ア ル ミ 合 金 製 ）
冷 却 水 系 継 手 交 換  
冷 凍 機 更 新  
R F ド ラ イ バ 一 調 整
サ イ ラ ト ロ ン ド ラ イ ブ 回 路 更 新 （残 り 3 台 G Рも 含 む ）
ク ラ イ ス ト ロ ン フ ォ ー 力 ス コ イ ル 電 源 更 新 （残 り КР 3 台 分 ） 
ビ ー ム ラ イ ン 系 直 流 電 源 類 の 更 新  
ス リ ッ ト 駆 動 装 置 更 新
ク ー リ ン グ タ ワ 一 更 新 （冷 却 水 系 全 般 — — 配 管 、 ポ ン プ ）
А部 R F 窓 交 換
ビ ー ム ス ク リ ー ン モ ニ タ ー （П 系 ）


